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1. まえがき 

記憶装置の大容量化を活かし，我々は 2001 年 3 月より今日

にいたるまで，特定のニュース番組（NHK News7）の映像を連日

蓄積してきた ［1］．現在，およそ 1,900 日分，のべ 900 時間の

映像と，付随して放送された文字放送字幕（音声書き下しテキ

スト）を蓄積している． 

従来，一般の情報検索同様，ニュース映像に対しても，キー

ワード入力による検索手法が提案されてきた．しかし，アーカイ

ブの規模が大きくなるにつれ，大量の検索結果を 1 つ 1 つ閲覧

しながら所望の映像を探す作業の負担が著しく大きくなる． 

そこで我々は，ニュースストーリ間の意味関係に基づく時系

列的なトピック構造に着目し，意味内容に沿った検索・閲覧を通

じて，効率的な映像内容理解を支援することを目指している． 

本講演では，このような目的を実現するための意味構造（トピ

ックスレッド構造）解析手法について簡単に述べた後，得られた

構造に基づく検索・閲覧インタフェースを紹介する． 

 

2. ニュース映像アーカイブからの意味構造抽出 

2.1 ニュース映像アーカイブにおける意味構造 

 図 1 に示すように，1 本のニュース映像は複数のストーリから

なる．これを映像内の意味構造と考える．一方，実世界における

事態の推移に伴い，複数日にまたがるストーリの集合がトピック

を形成する．これを映像間の意味構造と考える． 

 本研究では，最終的に映像間の意味構造を抽出するが，その

ためにはまず，映像内の意味構造を解析する必要がある．以下

の 2 節で各々の処理について簡単に述べる．なお，手法の詳

細については，文献［2］を参照されたい． 

2.2 映像内構造の解析：ストーリ分割 

 映像内の意味構造，つまり図 1 左側に示すようなストーリ構造

の抽出に関する研究はこれまでも多くなされてきた．その多くは，

「キャスタショット」と呼ばれる特徴的な映像の出現を手がかりと

したものだったが，番組毎のデザインに依存する問題があった． 
 そこで，我々は映像に付随して放送される文字放送字幕と呼

ばれる，音声を書き下したテキストに対する自然言語処理を手

がかりにする手法を採ることにした．手法の概要を以下に示す． 
• 各文に形態素解析を施し，名詞列を抽出する． 
• 抽出された名詞列から，出現頻度付きキーワードベクト

ルを作成する． 
• ある文の境界において，前後 w 文のキーワードベクトル

の類似度を余弦尺度で評価する． 
• 各窓幅 w における類似度の最大値が閾値 θseg を下回れ

ば，その箇所にストーリの境界を検出する． 
 以上の処理により，両端で前後 1 文の誤差を許せば，再現率

95.4%，適合率 90.5%の精度でストーリ境界を検出できることが，

約 1 月分のニューステキストに対する実験により確認された． 

  

2.3 映像間構造の解析：トピックスレッド構造の抽出 

次に，得られたストーリ間の意味構造を解析する． 

まず，全てのストーリ間の類似度を事前に評価しておく．類似

度は 2.2 で用いたのと同様に，ストーリ内の名詞列をキーワード

とした出現頻度付きキーワードベクトルの余弦尺度で評価する． 

ここまでの処理は全て自動化されており，毎晩の放送後，翌

朝までには最新の状態に更新が完了している． 

 

 次に，類似度が強いストーリ対を時系列に連結していくことで，

スレッド構造を得る．スレッド構造の抽出手順の概要は以下の

通りである． 

• 注目ストーリを根とし，類似度が強いストーリを再帰的に

展開した木を作る．兄弟間の並び方は，ストーリの時系

列順とする． 

• 木構造中に存在する，同一ストーリを親とする部分木に

つき，最も左のもの 1 つに統合する．この際，リンクも統

合するため，最終的に得られる構造は有向グラフにな

る． 
この処理を再帰的に施すことにより，意味的なつながりのある

ストーリを時系列順につないだスレッド構造が得られる．結果と

して，トピックの分岐や合流などの流れを理解する手がかりにな

る．この処理は計算量が膨大であるため，必要に応じてその都図 1：ニュース映像アーカイブにおける映像内・映像間の意味構造
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度行われる．また，現実的な処理時間で結果を得るために，探

索範囲（日数・階層など）を限定する．以上の処理により，実際

に得られたスレッド構造の例を図 2 に示す． 
 

3. 意味構造に基づく検索・閲覧インタフェース 

以下に，得られたスレッド構造を用いたニュース映像の検索・

閲覧インタフェースを 2 つ紹介する． 

 

3.1 スレッド構造に基づくトピック追跡インタフェース 

 本インタフェースは，スレッド構造上のストーリを 1 つ 1 つ選択

しながらたどっていくものである．図 3 にスナップショットを示す． 

まず，図 3（a）に示す topicFinder と呼ばれる従来型のキーワ

ード検索インタフェースにより，始点となるストーリを指定する．

次に，インタフェース中の「track」ボタンにより，図 3（b）に示す

topicTracker インタフェースに切り替える．このインタフェースで

表示されるのは，スレッド構造における直前・直後のストーリであ

る．この中から興味があるものを閲覧し，繰り返し追跡していくこ

とで，スレッド構造をたどっていく．スレッド構造は，各ノードにお

ける分岐を極力少なくなるように設計されているため，興味ある

トピックの流れを効率的に追えることになる． 

 

3.2 スレッド構造を可視化したインタフェース 

 3.1 で紹介した topicTracker は，トピックの追跡には適してい

たが，トピックの大きな流れやスレッド間の差違を把握しにくかっ

た．そこで図 4 に示すような，スレッド構造そのものを可視化した

threadViewer インタフェースを作成した．このインタフェースによ

り，より大局的な意味構造の理解が可能になると期待される． 

 

4. おわりに 

 本講演では，大規模なニュース映像アーカイブにおけるトピッ

クスレッド構造を抽出し，効率的な検索・閲覧を実現する手法を

紹介した．現在はテキスト情報のみを利用しているが，現在，同

一（near-duplicate）映像区間の高速検出手法［4］を開発してい

るため，今後は画像の共起性も利用した意味構造の解析を実

現していく．また，得られた意味構造のより効率的な内容理解を

実現するために，スレッド構造に基づく映像要約についても検

討している［3］． 
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図 4：スレッド構造を可視化した threadViewer インタフェース
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